
「事業を譲り渡したい」、「事業を譲り受けたい」とお考えの皆さまへ

事業承継マッチング支援のご案内
事業承継マッチング支援とは、後継者がいないことなどを理由に 　　　　　　　　　 とお考えの方と、
創業や事業拡大等に向けて　　　　　　　　　  とお考えの方をつなぐ、マッチングサービスです。

事業を譲り渡したい
事業を譲り受けたい

事業承継マッチング支援のイメージ図
❶譲り受けに関するニーズ❶譲り渡しに関するニーズ

❷譲り受けたい
　お客さまのご紹介

❷譲り渡したい
　お客さまのご紹介
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詳しくは、日本公庫の「事業承継マッチング支援」ページをご覧ください。

事業承継マッチング支援の４つの特徴
小規模事業者の方のご利用が中心
日本公庫（国民生活事業）の融資先の約９割は、従業者数９人以下の小規模事業者の方です。本サービスにおいても、小規
模事業者の方のご利用が中心になります。

1

2

専門担当者によるサポート
日本公庫の専門担当者が、お客さまのご希望を踏まえ、お相手（マッチングの候補）をお探しします。また、マッチング後の
お困りごとにも親身に対応します。

3

（注）本サービスとは別に、弁護士等の専門家の支援を受けられる場合は、当該支援について、お客さまに費用負担が生じる可能性があります。

無料のサービス
譲渡希望・譲受希望いずれの方も、本サービスを無料（注）でご利用いただけます。4

事業を受け継いで創業（継ぐスタ）される方も対象
近年、「事業を受け継いでスタートする創業形態」 （略称：継ぐスタ）への関心が高まってきています。譲受希望の場合は、
事業を営んでいる方（法人企業および個人企業のいずれも対象です。）に加えて、「継ぐスタ」をお考えの方も、本サービス
をご利用いただけます。

日本公庫　事業承継マッチング 検 索

◆ホームページ ◆こちらの
　二次元コードからも
　ご覧いただけます。

事業を拡大したい
中小企業・小規模事業者の方等

後継者が不在の
中小企業・小規模事業者の方等



本紙に掲載されているコンテンツの無断転載・転用はお断りします。（2021年４月）

最寄りの店舗

設備や在庫の処分、
店舗の原状回復等にお金が
かかるケースも多い・・・

創業をお考えの方 事業を営んでいる方

従業員が職を
失うことに・・・

取引先に
迷惑をかけるかも・・・

廃業する場合

ご利用される方の例

事業を譲り渡す場合

※中小企業白書2019によると、約4割の方が廃業に
　あたり100万円以上の費用がかかっています。
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譲渡収入の確保

従業員の雇用維持

経営資源の承継

創業時や事業拡大時等のコスト軽減

取引先の引継ぎ

多くのケースで事業の譲渡
の対価を得られています！

従業員の雇用維持を
条件とすることもできます！

販売先（顧客）や仕入先、地域におけるブランドや培ってきた技術・
ノウハウ等の経営資源を受け継ぐことができるため、創業後の経営
や事業拡大等を円滑に進められる可能性があります。

既存の店舗や機械設備等を受け継ぐ場合、新たに設備投資を行う
よりも、コストを抑えられる可能性があります。

取引先を引き継ぐ
こともできます！

、           を考えてみませんか？
事業の譲渡・譲受により、さまざまなメリットを得られる可能性があります。
事業を第三者に譲り渡すこと 事業を第三者から譲り受けること

第三者承継のメリット

創業の夢を
叶えたい。でも、

ゼロから始めることは
不安・・・

今の事業とは
異なる分野に
進出したいが、
ノウハウがない・・・

事業を
拡大したいがコストは

抑えたい・・・
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